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Abstract 
Experiments in chemical absorption of carbon dioxide in aqu巳oussolutions of sodium phenolate 
were carried out in several columns packed with 10 mm ceramic Rashig ring， inorcler that we might 
obtain the correlations of characterisities betwe巴ninclustrial packed column and laboratory packed 
column， ancl correspond the theories of chemical absorption for this system 
The present writers calculated the五1mcoe伍cientsof physical absorption， kGa and kLa， from the 
previous report ancl suitable exp巴rimentalequations， ancl investigated the e丘巴ctsof the several vari-
ables on the over-all coef1icients Kらα: rate of liq uid丑ow，gas velocity， liquicl conc巴ntrationand 
liquid t巴mperature
We obtained the over-all coe伍cients，K6a， may be expressed by the following equations， 
Kらα=(1.2)(10-4) CEO，376L一山jT+l，815・GO，8





















































e: LiQ. Level Tank 





c: Liq. Level Controler 








からニー ドノレパjレプ， 洗気瓶，流量言十を通した後，同様に洗気瓶， 流量計を通った空気と混合
表-1
Tower Diameter Height Strainer Dry Void Liquid D z m 
(m) (m) (m) (%) Distributer No. 
B， 0.037 0.8 0.1 65.9 nozzle 
B2 0.037 0.8 0.1 65.9 open 
C， 0.024 0.8 0.075 69.8 nozzle 
C2 0.024 0.5 0.075 69.9 nozzle 
C3 0.024 0.3 0.075 70.2 nozzle 
D， 0.0547 0.8 0.035 61.8 open 
D2 0.0547 0.5 0.035 61.3 open 






た。ガス分析方法は Orsat法で，液分析方法は既報り のごと き総合分析法を用いた。
また，実験条件は
ガ ス 流量 23.0-160 kg/m2hr 
液流量 700-20.000 グ















1/ K6a = 1/ k(}α+l/Hos_kLa 
吉田らめの理論によれば反応係数。は次式で導かれる
( 1 ) 
(2 ) 




( 4 ) 
(5) 













が時間的に増加していく線図より吸収速度を求めた。 この吸収速度より， (1)式より K'rJμ を計
算し，この Keat乙対する液流量ヲ濃度，温度などの影響を追究して設計資料となる実験式を
求めた。また一方 K6aと既報6)の物理吸収で求めたんじZと， Fellinger7)の結果よりの値を換
算して用いたガス側境膜係数 k(}aより (2)で 8を算出し，これを 7!こ対して点綴し (4)，(5)式
と比較した。 このとき Tを求める場合の hは藤田の方法8)と吉田一三浦の方法9)によって求







1) ガス流速・ 図-2のごとく K&a対 C を点綴した結果，温度，濃度により K6αは変化
を受けほぼ次の実験式が得られた。




ζの附近は所謂 Loadingpoint (e相当し，kaa Iこ対する Gの影響を求めた Houston'8)，藤
田14)の実験と一致する。しかして K加に対するんG の影響は本実験のようにガス境膜抵抗が
充分考えられるため，相対的[と K6aはんαと同様 Gの影響を受け，結果として K6aに対し
て G以外の他の因子 (L，Nヲ tなど)が作用をおよぼすものと考えられる。
2) 液流速: 図-3(と K6aとLとの関係を示す。 各線はそれぞれの液濃度， ?)jri，度につい
て(液流量一定における前述のような Kおと Gの関係を求め)， G=60.7 kg/m2.hrにおける
値である。一定温度の場合，各線は大休平行な直線で次の関係式が成り立つ。
K6a=αLO.65 (7 ) 
K!，aがLiと比例ーして増加するのは，液iJrt量がJ曽すと充填物との液屑の厚さが増して苛 i持
? ? ? ? ? ? ? ?
?
?』?????









Mean I Liq. 
Water I Rate 
T巴mp.1












































































32.7 I 0.293 
49.4 I 1.2 
60.8 I 2.75 
72.2 I 4.2 
88.4 I 8.0 







































05 I 7.5 
1780 











34.8 I 1.18 
43.2 I 2.65 
65.2 I 10.2 
79.6 I 17.5 
88.2 I 24.8 
C 01 I 17.0 
C 01 I 16.5 
02 I 16.5 
03 I 17.0 










































































896 I 22.9 I 30.15 
1235 I 28.0 
2110 I 38.4 


























































































































s 0.086 ， 
o 0.086 






LO.28に比例することや，炭酸アノレカリー炭酸ガス系で Furnas-BellingerJ3) が LO・64 i乙比例する
という報告があるがラこの石炭酸ソ F ダー炭酸ガス系も D・65と後者の系に類似の傾向が得ら
れた。なお直線の傾斜 m は，温度の関数であり， αは温度，液濃度の関数である。 さらに濡
監塔;実験1 の場合と対比すると，K(;arx(Re)LJ田02となり (Rehの指数が大休同じ値をとる乙と
は濡壁土害実験の裏付ーをした ζとにもなる。
3) 反応1];，]度・ 図-4iC 吸収液 ìl~L度の関係を示す。 すなわち，前項の K6arxI;怖の直線の
傾斜 m は，温度のみの関数であり，この lnを温度に対して点綴したもので，次式のような実
段式を得る。
スヌ4
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る1) しかして Kらαの Cらについて追究すれば，今反応速度定数んIを既知と考えても反応係
数。は Cらに正比例しなければならない。 すなわち，藤田町の理論では r=l瓦~C~ D~~/kL で
表わされるが，r>5であれば，scxlcj，となり，実験と理論の一致が見出される筈である。
5) 実験式の作製: 以上の結果より次の実験式が得られる。













































前述のごとくして横軸[乙 γ すなわち at;五IC~D~dk{a をとりヲ縦怖に (3) で表わされる。
をとって点絡すれば図一7のごとくなる。図には苛性ソーダー炭酸ガス系の藤田ら叫の γRa-
shig ring， Dodgeら12)の 1/2"Rashig ringの数値を併載した。 結果は理論式より小さい値が
?つられ，阻度の 111]い場合には藤HJ，Dodgeの値に近いが，温度の低い場合は少し小さい値が得



















a 気液有効接触面積 [m2/m'] 
at 充現物の全乾燥面積 [m2] 
C!I 吸収中の溶質 Bの濃度 [kεmol/m'] 
DAL 被吸収ガス Aの液中における拡散係数 [m2/hr] 
Do 気栢中における Aの拡散係数 [m'/hr] 
G ガス質量速度 [kg/m2.hr] 
H，ラ庁: 純水および溶液に対するへンリ一定数 [kgmoljm'.atm] 
Koo ガス分圧差基準の総括物質移動係数 [kgmoljm2.hr.atm] 
Koa " 総括容量係数 [kgmol/m'hr.atm] 
koa " 境膜容量係数 [kgmol/m'hr 'atm] 
KOL 液濃度差基準の総括物質移動係数 [m/hr] 
KLa: " 総J舌容量係数 [l/hr] 
是正a " 境膜容量係数 [l/hr] 
kL " 物質移動係数 [m/hr] 
L 液質量速度 [kg/m2.hr] 
NA 被吸収ガス A の実験吸収速度 [kgmol/m2.hr] 
(Re)L: レイノノレズ数 [ー]
T : 絶対温度 [OK] 
z : 充填層高さ [ri] 
口，1n: 実験定数 [-] 
s 反応係数 [-] 
μL 液粘皮 [kg/m.hr] 
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